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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の地理的エリアと第２の地理的エリア間をローミングする移動通信端末に、利用可
能なサービスを自動的に表示する方法において、
　前記第２の地理的エリアにおいて前記端末を認証するステップ（１０）と、
　前記第２の地理的エリアにおいて物理的に利用可能なサービスを含むリストを決定する
ステップ（１２）と、
　前記リストを前記端末に送信するステップ（１４）と、を含み、
　前記第１の地理的エリアは第１のセルラーネットワークによりカバーされ、前記第２の
地理的エリアは前記第１のセルラーネットワークとは異なる第２のセルラーネットワーク
によりカバーされ、
　前記第２の地理的エリアにおいて物理的に利用可能なサービスを含むリストを決定する
ステップ（１２）では、前記端末が物理的に位置しているカバレッジエリア内で物理的に
利用可能なサービスを含む第１のリストと、前記端末のユーザが加入している前記第１の
ネットワーク内で前記端末のユーザが加入したサービスを含む第２のリストを決定すると
共に、前記第１、第２のリストから、前記第２の地理的エリアにおいて物理的に利用可能
であるサービスであって、且つ、これらのサービスに対して前記第１のセルラーネットワ
ークと前記第２のセルラーネットワーク間のローミング取り決めが存在するサービスを含
む第３のリストを決定することを特徴とする方法。
【請求項２】
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　前記第１のセルラーネットワークは、ホームＰＬＭＮ（ＨＰＬＭＮ）のユーザのホーム
ネットワークであり、前記第２のセルラーネットワークは、システム間及び／又はセル間
のハンドオーバー後に、前記端末が登録する訪問先ネットワーク（ＶＰＬＭＮ）であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のセルラーネットワークは、ＵＭＴＤＳネットワーク（或いはＧＳＭネットワ
ーク）であり、前記第２のセルラーネットワークは、ＧＳＭネットワーク（或いはＵＭＴ
Ｓネットワーク）であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　移動端末が第１の地理的エリアと第２の地理的エリア間をローミングする通信システム
において、
　前記第２の地理的エリアにおいて前記端末を認証する手段と、
　前記第２の地理的エリアにおいて物理的に利用可能なサービスを含むリストを決定する
手段と、
　前記リストを前記端末に送信する手段と、を有し、
　前記第１の地理的エリアは第１のセルラーネットワークによりカバーされ、前記第２の
地理的エリアは前記第１のセルラーネットワークとは異なる第２のセルラーネットワーク
によりカバーされ、
　前記リストを決定する手段は、前記端末が物理的に位置しているカバレッジエリア内で
物理的に利用可能なサービスを含む第１のリストと、前記端末のユーザが加入している前
記第１のネットワーク内で前記端末のユーザが加入したサービスを含む第２のリストを決
定すると共に、前記第１、第２のリストから、前記第２の地理的エリアにおいて物理的に
利用可能であるサービスであって、且つ、これらのサービスに対して前記第１のセルラー
ネットワークと前記第２のセルラーネットワーク間のローミング取り決めが存在するサー
ビスを含む第３のリストを決定することを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信の分野に関し、特に、第１の地理的エリアと第２の地理的エリア間
をローミングする移動通信端末に利用可能なサービスを自動的に表示する方法に関する。
【０００２】
　本発明は、また、移動端末が第１の地理的エリアと第２の地理的エリア間をローミング
する通信システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　セルラー通信ネットワークにおいて、地理的エリアは、限定された数の一意的に識別さ
れるセルを含み、それぞれのセル内において、ネットワーク内の端末の位置を決定し、ま
た、端末に対する呼があることを端末に通知するために、ネットワークはページングメッ
セージを送信する。このメッセージは、ＰＣＨ（「ページングチャネル」）と呼ばれる特
定の無線メッセージチャネルを介して送信される。ＧＳＭ－ＧＰＲＳ及びＵＭＴＳ標準は
、回線ドメインに対してＬＡ（「ロケーションエリア」）を規定すると共に、数個の隣接
セルを含むパケットドメインに対してＲＡ（「ルーティングエリア」）を規定している。
【０００４】
　回線交換ドメインにおいて、ロケーションエリアＬＡは、移動通信交換局（ＭＳＣ）ス
イッチ及び待ち受けモードの加入者に関する情報を含むビジターロケーションレジスタ（
ＶＬＲ）データベースを備えるＭＳＣ/ＶＬＲモジュールにより管理される。
【０００５】
　パケット交換ドメイン（ＧＰＲＳ及びＵＭＴＳ）において、ルーティングエリアＲＡは
、ＭＳＣ／ＶＬＲモジュールと同等のパケットモードサービス用サービングＧＰＲＳサポ
ートノード（ＳＧＳＮ）により管理される。
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【０００６】
　ネットワーク上に登録された後、端末は、ロケーションエリアが変更されるたびに、現
在エリアのコアネットワーク（基幹回線網）における更新手続きを実行する。各セルに関
連づけられたビーコンチャネル（ＢＣＣＨ，ブロードキャスト制御チャネル）上での情報
ブロードキャスト（同報）により、端末は、現在のセルが位置しているエリアを知る。
【０００７】
　通信ネットワークは、そのセルのうちの１つ或いはいくつかをカバーしている地理的エ
リアにおける利用可能なサービスを、このエリア内での無線カバレッジ品質とは関係なく
認識している。移動端末がこれらのサービスを利用できる可能性は、エリア内での受信品
質とは関係なく、ネットワークによって静的に定められ認識される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　３ＧＰＰ標準の技術仕様では、ルーティングエリア（ＲＡ）内のセルに在圏する移動端
末が、サービスの能動的サーチを行うことなく、このエリア内での利用可能なサービスを
容易に且つ迅速に知ることを可能とするには不十分である。
【０００９】
　これらの仕様によれば、ユーザは、システム間移動の後、或いは、端末の再初期化後に
、ユーザが位置しているエリア内のサービスを検出するために、一連のテストを行わなけ
ればならない。
【００１０】
　本発明の目的は、移動通信端末のユーザが、セル間或いはシステム間（ＨＰＬＭＮ或い
はＶＰＬＭＮ）移動後に、端末が登録されたセルラー通信ネットワーク内のローミングエ
リアにおいて利用可能なサービスを容易に且つ迅速に知ることができるようにすることで
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、移動端末が第１の地理的エリアと第２の地理的エリア間を移動する場合であ
って、これら２つのエリアが同一のネットワークにカバーされているが利用可能なサービ
スが異なる可能性のある場合、或いは、端末が第１のネットワークによりカバーされてい
る第１の地理的エリアと第２のネットワークによりカバーされている第２の地理的エリア
間を移動し、第２の地理的エリア内に位置するセルに在圏している場合に、端末のネット
ワークへの登録時或いは登録後に、セルラーネットワークが移動端末に利用可能なサービ
スを通知することができる方法を提案する。
【００１２】
　本発明による方法は、以下のステップ、すなわち、
　第２の地理的エリアにおいて端末を認証するステップと、
　第２の地理的エリアにおいて物理的に利用可能であるサービスを含むリストを決定する
ステップと、
　このリストを端末に送信するステップを備えている。
【００１３】
　本発明による方法は、端末が第１のセルラーネットワークによりカバーされている第１
のエリアと、第１のネットワークとは異なる第２のセルラーネットワークによりカバーさ
れている第２のエリア間を移動する場合に使用されることが好ましい。
【００１４】
　この場合、決定されたサービスのリストは、第２のエリア内で物理的に利用可能であり
、且つ、第１のネットワークと第２のネットワーク間のローミング取り決めにより端末が
アクセス可能であるサービスを含む。
【００１５】
　例えば、ＨＰＬＭＮネットワークはＵＭＴＳネットワークであり、ＶＰＬＭＮネットワ
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ークはＧＳＭネットワークである。或いは、ＨＰＬＭＮネットワークはＧＳＭネットワー
クであり、ＶＰＬＭＮネットワークはＵＭＴＳネットワークである。
【００１６】
　本発明による方法は、
　第２の地理的エリアにおいて端末を認証する手段と、
　第２の地理的エリアにおいて物理的に利用可能であるサービスを含むリストを決定する
手段と、
　このリストを端末に送信する手段とを有する通信システムに適用できる。
【００１７】
　第１の態様において、第１のエリアと第２のエリアは同一のセルラーネットワークによ
りカバーされている。
【００１８】
　第２の態様において、第１のエリアは第１のセルラーネットワークによりカバーされ、
第２のエリアは第１のネットワークと異なる第２のセルラーネットワークによりカバーさ
れる。
【００１９】
　第２の態様において、サービスのリストは、第２のエリア内で物理的に利用可能であり
、且つ、第１のネットワークと第２のネットワーク間のローミング取り決めにより端末が
アクセス可能であるサービスを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本明細書の以下の部分において、「サービス」という語は、幅広い機能を表す。例えば
、利用者割当サービス、テレサービスへのアクセス（テレサービスアクセス技術）、音声
サービス、ビデオサービス、ＣＳ回線交換サービスとＩＭＳ（情報メッセージサービス）
の組み合わせ、ＭＭＳ（マルチメディアメッセージサービス）、ＨＳＤＰＡ（高速ＰＳ接
続サービス）、ＷＬＡＮ（無線ローカルエリアネットワーク）接続サービス等である。
【００２１】
　本方法を、最初は第１の３Ｇネットワークの第１のエリア内に位置するセルに在圏して
いた移動端末を、第２の３Ｇネットワークによりカバーされているセルを含む第２のエリ
ア内で再び電源オンとしたという具体例において説明する。
【００２２】
　添付図に示されたステップ２において、端末は、第２のエリア内で再びスイッチオンに
なったものとする。
【００２３】
　ステップ４において、端末は第２のエリア内のセルをサーチする。
【００２４】
　ステップ６において、端末は検出したセルに在圏している。ネットワーク内のセルに在
圏すると、端末は、位置しているネットワークのタイプを決定し（ステップ８）、発見し
たネットワークのタイプにより、登録手順または位置更新手順(ステップ１０)のいずれか
を実行する。
【００２５】
　端末が認証され、検出されたネットワーク上での自身の登録が許可されると、ネットワ
ークは、端末が物理的に位置しているカバレッジエリア内で物理的に利用可能なサービス
を含む第１のリスト、及び、第１のネットワーク、換言するとユーザが加入しているネッ
トワーク（ＨＰＬＭＮ）内で端末ユーザが加入したサービスを含む第２のリストを決定す
る（ステップ１２）。
【００２６】
　本発明の重要な一特徴によれば、訪問先ネットワーク（ＶＰＬＭＮ）、換言すると端末
により検出された第２のネットワークは、第１及び第２のリストから第３のリストを決定
する。この第３のリストには、第２のエリアにおいて物理的に利用可能であるサービスで
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ローミング取り決めが存在するサービスを含む。このローミング取り決めは、第１のネッ
トワークの加入者が、サービスが物理的に利用可能である第２のネットワークによりカバ
ーされるエリアに位置している時に、第２のネットワークが、第１のネットワークの加入
者にサービスを提供することに同意するものである。
【００２７】
　ステップ１４において、第２のネットワークは、第３のリストを端末に送信する。
【００２８】
　端末が新たな登録或いは新たな位置更新手順を行うと、本方法は、ステップ８（矢印１
６）から開始するように再初期化される。
【００２９】
　同様に、端末がサービスを消失してしまった場合、本方法はステップ４（矢印１８）か
ら開始するように再初期化される。
【００３０】
　本発明による方法では、ロケーションエリア及びルーティングエリアにかかわらず、訪
問先ネットワーク（ＶＰＬＭＮ）によりカバーされた地理的エリア内で利用可能であり、
且つ、ＶＰＬＭＮネットワークと加入者のＨＰＬＭＮネットワーク間でのローミング取り
決めにより端末がアクセス可能なサービスのリストを、端末は自動的に表示することがで
きる。さらに、本発明は、ＧＳＭネットワークやＵＭＴＳネットワーク以外の他のネット
ワークにも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】図１は、本発明による方法における主なステップを示す。

【図１】
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